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　本市の最上位計画である第5次那覇市総合計画が、残す所あと4年となりました。
市政が拠って立つ本計画の推進を加速させていかなければなりません。
　昨年は、社会情勢の変化を的確に捉え柔軟に対応するため、市民の皆様や議会の
皆様ご参画のもと総合計画の中間検証及び見直しを行いました。
　平成30年度策定時には予測することが困難だった社会情勢の変化を踏まえ、
「withコロナ・afterコロナへの対応」、「デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推
進」、「SDGs（持続可能な開発目標）の達成」、「カーボンニュートラル（脱炭素化）の実
現」、「ウェルビーイングの実現」を５つの見直しの柱として掲げております。
　中でも、私は、総合計画の推進を勢いづける鍵はDXにあると考え、行政手続オンラ
イン化の拡充など市民サービス向上に直結する取組を確実に進め、新しい技術につ
いても積極的に取り入れてまいります。
　そして、施策の全てでSDGs及びウェルビーイングを意識し、持続可能で市民がより

幸福を感じられるまちづくりに向けて取り組
んでまいります。
主要事業
・デジタル化推進事業………3,424万円
・なはSDGｓ推進事業（多様なつながり地域
 づくり）…………………… 749万6千円
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時代に適応した第５次那覇市総合計画の推進

　人は皆、成長過程の中で、たくさんの人々に支えられております。
　こどもたちを支えるのは社会の役割です。そのためには、妊娠・出産・子育てを一体
的に支援することが、健やかな成長を支える有効な手立てだと考えております。
　この思いを形にした「こども家庭センターなは」がいよいよ今年8月に開所する予定
でございます。
　本センターでは、母子保健と児童福祉の連携強化を図り、ヤングケアラーの問題も
含め、深刻な児童虐待を発生させない仕組みづくりなどを進めてまいります。
　また、子育て環境の充実のために、学校給食費無償化について、早期実現に向け他
市町村と連携し、沖縄県へ積極的に働きかけてまいります。
　こどもたちが見守られていることを感じられ、那覇に生まれ育ってよかったと思って
いただけるよう、こどもの成長に応じて、温かくきめ細やかな支援を行うとともに、より
良い子育て環境を引き続き充実させてまいります。
主要事業　
・支援対象児童等見守り強化事業……… 1,485万1千円
・学校給食における物価高騰対応事業……9,344万9千円　　　

みんなで育むこどもたちの未来

　今日、苛烈な紛争が「ウクライナ」や「パレスチナ自治区・ガザ」で続いております。多く
の一般市民が犠牲となり、未来あるこどもたちが命を落としていくことに、私も胸が張り
裂ける思いをしております。
　ここ沖縄でも、先の大戦で悲惨な経験をしており、このような同じ過ちを繰り返さない
ために、戦争体験者の言葉や思いを後世に伝え、平和の尊さを受け継いでいくことは重
大な責務であります。
　昨年、「平和と安全の維持」を目的とする国際連合機関と本市が、平和に向けて共に取
り組んでいくことが重要であると強く感じ、国際連合大学のチリツィ・マルワラ学長をお招
きし、講演会を開催致しました。
　今後も国連機関の誘致などあらゆる可能性を探り、平和の尊さを本市から発信すると
ともに、争いのない世界を追求していく決意であります。

　その想いを強く抱きながら、平和行政の取組を
前進させてまいります。
主要事業
・沖縄戦体験者証言記録映像制作業務…149万3千円

平和に向けた変わらぬ想い

　新年を祝う元日に発生した能登半島地震は、天災はいつどこで起こるかわからないこと
を、私たちに改めて突きつけました。
　本市においては、昨年8月の台風第6号の影響で、長時間の停電や断水等が発生し、17年
ぶりに災害救助法が適用されるほど甚大な被害を受けました。
　私も被害状況を目の当たりにし、一刻も早い被災者支援及び災害復旧等に全力で取り組
んでまいりました。
　如何なる時でも災害に対応するためには、国や県との連携に加え、市民・民間企業・各団
体と防災のネットワークを広げ、日ごろからコミュニケーションを図る必要があります。
　災害への対応力を高めるインフラ整備も含め、平素からの備えを高め、災害に強いまちを
造り、市民の皆様の生命・財産をしっかりと守ってまいります。
　また、自然災害の増加原因の一つと言われている地球温暖化への対策は、今般改訂した
第３次那覇市環境基本計画において、重要課題の一つに位置づけております。
　昨夏の全国的な記録的猛暑は記憶に新しく、気象庁によれば、2023年の平均気温は、統
計史上最高となったとの発表がありました。
　世界的な視点でも、カーボンニュートラルの実現は、ますます関心が高まってきております。
　本市においては、今年1月末ゼロカーボンシティ宣言を行い、今後もよりいっそう環境に配
慮した事業を推進するとともに、一人ひとりの環境への意識啓発や民間企業等との連携を積
極的に展開し、環境と共生するまちづくりを目指してまいります。
主要事業　・水道更新（耐震化）事業…7億7,400万円　・崖地防災対策事業…290万円

災害への備えを高め、環境と共生するまち

　今後予定されている泊漁港一帯の再整備では、多くの方々が訪れ、水産業や観光業
に好循環が生まれ、その効果が多角的に広がっていくものと考えております。
　また、那覇軍港周辺においては、臨空・臨海都市としての産業集積の環境が整っており
ます。本市の経済発展に寄与する拠点の創出に向け、引き続き利活用の調査・検討を行
い、跡地利用を円滑に進める基礎資料の一つとなるよう取り組んでまいります。
　一方、地域経済を支える事業者を取り巻く環境の変化は著しく、本市には即応性の高
い施策の展開が求められております。
　課題となっている人材不足への対応に向けて、事業者のDX化促進を支援するなどの
各種取組を着実に行い、労働生産性の向上や働く人の多様化に繋げてまいります。
　さらに、地域経済への波及効果が期待される都市型ＭＩＣＥの誘致促進については、内
部体制及び関係機関との連携を強化するとともに、
今後戦略的に挑戦してまいります。
主要事業
・泊漁港将来像構想策定事業・・・1,109万2千円
・那覇市産業DX促進支援事業・・・・・2,200万円

産業界が躍動する那覇の未来に向けて

　近代日本経済の父と称され、中央慈善協会（現：全国社会福祉協議会）の初代会長でも
ある渋沢栄一氏は、『できるだけ多くの人に、できるだけ多くの幸福を与えるように行動す
るのが、我々の義務である。』という言葉を残しました。
　様々な社会福祉事業にも尽力した氏の言葉は、まさに行政の使命と捉えることができる
のではないでしょうか。
　渋沢氏の時代から約１００年が経ち、家族構成など社会の在り方は多様化し、地域のつ
ながりも希薄化した現在においては、市民一人ひとりが暮らしと生きがい、地域を共に創っ
ていく地域共生社会の実現が求められております。
　本市では、対象者の属性や世代を問わない相談支援や、地域との繋がりをつくる参加
支援、地域づくりに向けた支援などを一体的に実施する体制整備に向け、庁内横断的に
取り組んでまいります。
　また、教育格差や情報格差など人々に様々な隔たりを生む貧困への対策については、施
策を拡充させることで、できるだけ多くのこどもたちに支援の手を差し伸べ、経済的な理由
でこどもたちの選択肢が狭まることがないよう力を入れて取り組んでまいります。　
主要事業
・那覇市まなびクーポン事業・・・1億9,966万4千円
・子供の貧困緊急対策事業・・・1億8,529万1千円

支援の手が重なり広がる社会を目指して
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2024年３月分から協会けんぽ沖縄支部の保険料率が変わります

お問い合わせ　☎098-951-2211（音声ガイダンス4番）

保険料率の変更は、
2024年３月分（４月納付分）からとなります。
※任意継続被保険者の方の保険料率は2024年４月分（４月納付分）か
ら変更となります。

※健康保険料率は加入している都道府県支部毎に異なります。

健康保険料率
（沖縄支部）

2024年2月分まで

9.89%
介護保険料率
（全国一律）

2024年2月分まで

1.82%

9.52%
2024年3月分から

1.60%
2024年3月分から

◆加入者皆さまの健康づくりが、保険料率引き下げにつながります。
　　健診・特定保健指導を受ける
　　健診の結果「要治療（要精密検査）」となったら医療機関を受診する

7 2024年（令和６年）３月
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　昨年は、新たに金城小学校区まちづくり協議会が設立されるなど、協働によるまち
づくりの裾野は確実に広がってきています。今後も、活動団体への支援を充実させ、地
域自らが課題を解決できる環境づくりを進めてまいります。
　また、私は、全ての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる仕
組みである地域包括ケアシステムの構築を目指しております。
　その土台となる、校区まちづくり協議会が、市内全地域へ設立されることを目標に、
引き続き、支援を充実させてまいります。
　先人たちの教えのとおり、目まぐるしく変化する社会状況の中においては、手と手を
携え、物事に取り組んでいくことは不変の真理です。
　よりよい暮らしの実現に向け、人と人とのつながりを大切に、行政と地域の多様な
主体との協働を推し進めてまいります。

主要事業　
・校区まちづくり協議会支援事業

…1,692万2千円
・コミュニティ供用施設整備事業
（防衛交付金）

…3,769万5千円

みんなの力で、よりよい暮らしを
　健康の維持には、定期的な体のメンテナンスが必要ですが、特定健診は若い世代ほ
ど受診率が低い傾向にあります。働き盛り世代をはじめ、市民の皆様が特定健診を受
診し、病気の早期発見をすることが、生活習慣病などの重症化を未然に防止すること
に繋がります。
　生活習慣病は大人だけの問題ではありません。特にこどもの場合は、保護者の生活
習慣が反映されやすいため、保護者自身が規則正しい生活リズムへ見直すよう、健康
への正しい知識を身につけることが重要です。
　今年は、健康なは21（第２次）の終期となっており、次期計画の策定にあたっては、本
市の実状にあわせた生活習慣病などの予防施策の充実を図ってまいります。
　また、地域医療の要となる新那覇市立病院については、高度医療の充実や感染症
対策等の機能強化を図り、令和７年１０月の開院に向け、鋭意取り組んでまいります。

主要事業
・生活習慣病予防健診・保健指導事業

…780万9千円
・那覇市立病院建替え事業
 （建設工事、人件費）

  …74億3,493万9千円
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市民の健康と地域医療を守るために

　教育現場の最前線に立つ教員は、休職者数の増加や志願者数の減少など厳しい環
境に置かれており、その負担軽減は全国的な課題となっております。
　本市では、「教員負担軽減タスクフォース」を中心に、校務のDX化推進など実効性の
ある取組を一つひとつ積み重ね、教員の負担軽減を目指してまいります。
　また、戦中・戦後の混乱により義務教育が受けられなかった方々や、不登校となった
方々及び在住外国人など様々な市民・県民のニーズに対し、学び直しの場となる夜間中
学のあり方について、今後も沖縄県と協議し、連携を深めてまいります。
　さて、那覇の文化を後世へ引き継ぎ、発展させていくことを目的として、昨年、「旗頭の
まち」宣言を行いました。那覇発祥である旗頭は、地域の絆を深め、青少年の育成という
役割も持つなど、本市の歴史文化には欠かせない存在であります。
　本市を代表する壺屋焼や首里織などの伝統的な文化芸術・芸能にも、受け継がれて
きた思いや弛まぬ研鑽が息づいています。
　そして、本市には多種多様な団体が活動しており、その活動は人々の生活に彩りと豊
かさを、まちに活気をもたらします。
　これらの活動の後押しや環境の整備など、担い手目線の取組を進め、連綿と続く流れ
を受け継ぐとともに、これからの那覇の新しい文化芸術・芸能を育むため尽力してまいり
ます。
主要事業　・教員業務支援員配置事業……1億2,342万7千円
　　　　　・なはーと文化芸術事業……………9,292万2千円

学びの場を見つめ、文化を受け継ぐ

　戦後の復興からこれまでの発展の中で、本市の都市整備は主に行政主導で進めら
れてきました。
　多様化する市民ニーズへの適応や財政的な観点から、民間が持つノウハウや資金
を活用し、質の高い行政サービスの提供および事業コスト縮減を目指す官民が連携し
た都市整備を積極的に進めてまいります。
　今後数年間にわたるビッグプロジェクト「新真和志複合施設建設事業」は、設計・建
設・維持管理を一括発注し、事業者の提案による民間収益事業も可能となっています。
　本市にとって前例のない事業方式に挑むこととなりますが、事業者と綿密に連携し、
地域に賑わいと交流を生み出す新たなランドマークを築き上げてまいります。
　真和志支所に加え、教育福祉関連施設も多数入居する複合施設は、地域が持つ力
を一層引き出し、あらゆる世代の人々を受け入れる優しさ溢れる施設になると確信し
ています。
　合わせて、パーク PFIによる公園整備や、中長期的には密集市街地の改善など、地
域の利便性を向上させるため、地域住民との対話を行い、時代の潮流を捉えながら、
引き続き、まちの基盤整備を進めてまいります。
主要事業
・新真和志複合施設建設事業…………5,291万5千円
・民間活力を活かした公園活性化事業…6,981万7千円

魅力ある都市整備に向けた新たな手法への挑戦
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